
  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                       

 

 

 
12-1月  9:30~16:30 （平日休館） 
※年末年始開館＜12月 29日（金）～1月 3日（水）＞ 

2-3月  9:30~16:30 （水曜休館） 
 

 

 
当センター開館日・休館日のお知らせ 
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奥日光の自然情報誌 

楓通信 No.131 

発行：自然公園財団日光支部 

℡0288-62-2461 

2017年 12月 1日発行      

季刊 一部 100円 
次号 2018年 3月初旬 発行予定 

季刊 一部 100円 
 

 

9月も中旬頃から紅葉に関する問合せが多くなり、良い見頃の日を聞かれるが、見たい場所や樹木、天気変動にも

左右されて意外と難しい質問だ。今秋の紅葉のピークはいつだったのか？結局、過ぎ去ってみてはじめてわかるようだ。

その時に、あの日が一番綺麗だったのかなと思い返すだろう。人生も同じようで、苦労も過ぎ去ってしまえば、あの頃が

一番輝いていたとわかり面白い。「人生の秋」を迎えた今、もう帰らぬ日々を懐かしく思い、今夜も酒を呑む。 （Ｍ・Ｋ） 

宇都宮地方気象台の気象速報によると、8 月の

県内の日照時間がかなり少なく、那須高原、黒磯、

今市、鹿沼などの 6 地点は、統計開始以来、最小

を更新。奥日光は 3番目の記録更新となった。 

冷たいオホーツク海高気圧や停滞前線により、

奥日光でも曇や雨天が続いたため、渇水の傾向に

あった西ノ湖（写真）の水量も増え、8 月下旬頃に

は、ほぼ満水に近い姿が見られました。 

「楓通信」133号（平成 30年 6月発行）より、本誌を無料とさせていただきますので、132号発送時

（平成 30年 3月発行）に、133号以降の新規購読申込書と郵便振替用紙、133号以降の購読料の

清算がある場合には、支払い残金額に応じた図書券を同封させていただきます。無料化された 133号

以降も年 4回の発行とし、料金は 2年単位（発行数 8部）で 1,000円（送料・手数料・税込）に変更さ

せていただきますのでご了承ください。もし、不明点や質問がございましたら、楓通信担当：石井または

小山まで連絡くださいますようお願い申し上げます。 TEL0288-62-2461 
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スノーシューレンタル 

レンタル料金 （開設時期や詳細は直接お問合せください） 

・スノーシュー（大人）         1,000 円 

・スノーシュー（小学生まで）      500円 

・ストック・スパッツ          各 200円 

 

 

 

・金精道路（至 丸沼・沼田）12/25正午～4/25正午 

問合せ先：栃木県日光土木事務所 0288-53-1211 

・あんよの湯（足湯）12/12～4/17 【12/30～1/3臨時 OPEN】 

問合せ先：奥日光湯元温泉旅館協同組合：0288-62-2321 

・日光湯元レストハウス 12/1～4月中旬頃 

問合せ先：0288-62-2156（冬季 0288- 62-2535） 

・湯ノ湖歩道 積雪次第で閉鎖（12～5月頃） 

問合せ先：日光自然環境事務所  0288-54-1076 

・日光湯元温泉スキー場 営業期間 12/22～3/31 

問合せ先：0288- 62-2532 

・冬季使用可能なトイレ  

・湯元北駐車場 ・湯元休暇村園地 

・日光湯元ビジターセンター前 ※開館時間のみ使用可 
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た
だ
し
、
ま
だ
湯
治
場
と
し
て
の
色
が
濃
い
湯
元
は
、
彼
女
の
目
に
は
「
娯
楽
は
な
き

に
等
し
い
」
地
に
映
っ
た
の
で
し
た
。
「
湯
元
の
入
口
に
は
露
天
の
公
衆
浴
場
が
あ
り
、
美

観
を
損
ね
て
い
る
」
と
か
、
「
湯
か
ら
硫
黄
の
強
烈
な
臭
い
が
立
ち
上
っ
て
い
る
」
と
か
、

散
々
な
語
り
口
で
す
。
１
４
０
年
前
の
異
人
さ
ん
に
は
、
素
っ
裸
で
異
臭
の
中
に
寝
そ
べ
っ

て
い
る
日
本
人
を
、
そ
う
簡
単
に
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
因
み
に
バ
ー
ド

よ
り
一
年
前
に
湯
元
に
来
訪
し
た
モ
ー
ス
（
大
森
貝
塚
発
見
で
有
名
な
動
物
学
者
）
は
、

「
硫
黄
の
臭
い
に
混
じ
っ
た
変
な
香
り
を
嗅
ぎ
（
略
）
、
何
だ
か
地
球
以
外
の
星
に
来
た
よ

う
に
思
わ
れ
た
」と
、
湯
元
を
ミ
ラ
ク
ル
な
地
と
し
て
表
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
奥
日
光
で
は
馴
染
め
な
か
っ
た
温
泉
に
、
山
形
・上
山
温
泉
で
は
チ
ャ
レ
ン
ジ

出
来
た
バ
ー
ド
の
よ
う
に
、
海
外
の
方
々
に
も
温
泉
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
・・・。
今
はO

N
S
E
N

大
人
気
。 

私
が
当
セ
ン
タ
ー
に
勤
め
て
、
２
３
年
。
こ
の
四
半
世
紀
で
、
日
本
の

温
泉
は
ニ
ッ
ポ
ン
のO

N
S
E
N

と
し
て
、
そ
の
存
在
感
を
世
界
に
広
げ
て
き

ま
し
た
。
私
が
勤
め
始
め
た
頃
に
は
、
外
国
人
旅
行
者
の
方
々
は
、
温
泉

の
事
をH

O
T
 S

P
R
IN

G

と
かS

P
A

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
湯
元
温
泉
の
独

特
の
臭
い
に
、Bad

 S
m

e
ll

と
顔
を
し
か
め
る
方
も
多
か
っ
た
で
す
。 

し
か
し
、
こ
こ
数
年
は
、ON

S
E
N

に
入
り
た
い
、
お
薦
め
のO

N
S
E
N

は

ど
こ
で
す
か
、
と
大
人
気
。
日
本
の
温
泉
か
ら
、
ニ
ッ
ポ
ン
のO

N
S
E
N

に

進
化
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。 

さ
て
、
湯
元
温
泉
は
平
成
３
０
年
に
開
湯
１
２
３
０
年
を
迎
え
ま
す
。

延
暦
７
（
７
８
８
）
年
、
日
光
開
山
の
祖
、
勝
道
上
人
が
発
見
し
、
薬
師

瑠
璃
光
如
来
を
祀
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
お
薬
師
様
と
は
、
人
々
を
病

気
の
苦
痛
か
ら
救
っ
て
下
さ
る
仏
さ
ま
。
神
仏
の
御
加
護
に
す
が
っ
て
病

を
治
す
祈
り
の
場
に
近
い
よ
う
な
聖
な
る
場
、
そ
れ
が
千
年
以
上
前
の

湯
元
の
姿
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

そ
の
姿
が
、
次
第
に
観
光
や
旅
の
要
素
に
変
貌
を
と
げ
る
。
そ
の
変
わ

り
目
に
、
奥
日
光
を
訪
れ
た
の
が
、
女
性
旅
行
家
、
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
。

明
治
１
１
（
１
８
７
８
）
年
の
女
性
の
探
検
家
、
き
っ
と
若
く
て
元
気
ハ
ツ

ラ
ツ
で
・
・
・、
な
ん
て
想
像
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
彼
女
が
奥
日
光
に
訪
れ

た
の
は
、
４
６
歳
の
時
。
そ
も
そ
も
、
海
外
旅
行
を
始
め
た
の
は
、
病
弱

な
体
を
治
す
た
め
、
お
医
者
様
か
ら
勧
め
ら
れ
て
。
そ
ん
な
彼
女
が
、
長

い
ス
カ
ー
ト
の
裾
を
気
に
し
つ
つ
、
痛
む
体
を
だ
ま
し
だ
ま
し
、
ど
ん
な
気

持
ち
で
湯
元
に
辿
り
着
い
た
の
か
？
日
光
駅
か
ら
車
で
５
０
分
程
で
湯

元
に
着
い
て
し
ま
う
現
代
の
私
達
に
と
っ
て
は
、
か
な
り
の
想
像
力
が
必

要
で
す
。
さ
て
、
バ
ー
ド
が
や
っ
と
辿
り
着
い
た
湯
元
の
宿
（
吉
見
屋
）
は

素
晴
ら
し
か
っ
た
。
「
旅
で
汚
れ
た
人
間
よ
り
も
、
美
し
い
妖
精
た
ち
が

泊
ま
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
」
と
大
絶
賛
で
す
。
ぜ
ひ
、
彼
女
の
『
日
本
奥
地

紀
行
』を
読
ん
で
み
て
下
さ
い
。 

 
 

日光湯元温泉の源泉はエメラルドグリーンですが、空気

に触れて乳白色に変わる単純硫黄泉（硫化水素型）です。

効能は、糖尿病・神経痛・慢性婦人病・病後回復期などに

も効くといわれ、メタケイ酸も多く含み美肌効果に優れてい

るそうです。ちなみに、あの温泉特有の匂いは、無臭の硫黄

ではなく硫化水素です。 

この温泉は、地下水となった雨や雪が、火山のマグマ熱

で温められながら温泉成分を含み、再び地表に湧き出した

火山性の温泉です。一般的に、マグマのガス成分、溶解し

た岩石の成分、熱水溶液によって泉質が形成されます。 

 

彩の湖を囲む白い森（湯ノ湖）     10月 19日撮影 

   いつもの朝のように外に出てみて、自分の目を疑ってしまった。 

眼前に聳える山が、白く雪化粧をしているではないか。 

昨晩から寒くはなっていたものの、「まだまだ雪は降らないだろう」と高を括っていた。 

彩り豊かな湖畔に、冬を告げる白い森が迫っていたのだ。 

この幻想的な風景に向かい、寒さでかじかむ手で、カメラのシャッターを夢中で切った。 

  自然の中では予想しないことが突然起きることがある。 

そんな時に思い出すのが、「備えあれば憂いなし」という言葉だ。 

  この日に早速、車のタイヤを冬用に交換して、厳冬期の雪道に備えた。  （T・Ｋ） 

 

日
本
の
温
泉
が
、HO

T
 S

P
R
IN

G

と
かS

P
A

で
な
く
、 

O
N
S
E
N

に
な
っ
て
き
た
！ 

雪
降
る
中
で
入
る
露
天
風
呂
は
最
高
！ 

ぜ
ひ
、
真
冬
の
湯
元
でO

N
S
E
N

を
満
喫
な
さ
っ
て
下
さ
い
。 



 

  

   

図-2  月平均 500hPa 高度・偏差分布図（左から 6 月、7 月、8 月） 

 

奥日光 絶景 雪景色        
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気象予報士の資格を持つ職員が、 

毎回 1テーマを分かりやすく解説します。 
 

文♦辻岡 

今年１年の気象を振り返って ～寒かった春、空梅雨、夏以降の長雨～ 

.  

2017.1.18 男体山の日の出（湯ノ湖 ）        2017.1.18 雪化粧した三岳の針葉樹（湯元）   
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今年の冬ですが、暖冬になるのか寒くなるのか気がかりなところです。エルニーニョ（南米沖の太平洋の海水温が平年より

高くなる）の年の日本は暖冬に、ラニーニャ（海水温が低くなる）の年は寒冬になると言われていますが、気象庁の発表資料

では、今年 9月頃からラニーニャの傾向が強まっており、来年 4月頃まで続くとの見方です。同庁資料によると、ラニーニャ

の冬の気温は、東日本では平年より低い確率が 46％、高い確率が 15％、平年並みが 39％とされていますが、統計的な

有意差はないとのことです。さて、どうなることでしょうか。 

■2016-17年の平均気温・湯元  ■2017-18年 日の出日の入り（宇都宮）  ■天文情報 

 12月 1月 2月   12/1 1/1 2/1   12月 1月 2月 

最高気温  3.1℃ -1.5℃ -0.1℃  日の出  6:34  6:52  6:42  満月   4日 2・31日 ― 

最低気温 -5.2℃ -9.0℃ -9.2℃  日の入 16:25 16:35 17:06  新月  18日  17日 16日 

※自然公園財団日光支部の記録より 

 

※国立天文台ウェブサイトより 

 

12/14 ふたご座流星群が極大  

 1/4  しぶんぎ座流星群が極大 

   ※国立天文台ホームページより 

 

図 1 平成 28年 10月～29年 10月平均気温 

2017.1.18 日光連山に囲まれた貴婦人(小田代原)                             

2017.2.12 秘境雪景色（蓼ノ湖）            2017.2.22 男体山と中禅寺湖（千手ヶ浜）  

図-2は 6月、7月、8月の 500hPa面月平均

高度・偏差分布図です。赤い部分は平年よりも気

圧が高く気温も高かったところ、青い部分が平年よ

りも気圧が低く気温も低かったところです。6月は

太平洋の高気圧が弱く、日本付近には北からの寒

気が南下しやすかったため、梅雨前線は日本のは

るか南に留まりました。このため気温が低く空梅雨

となりました。7月になると、一転して太平洋の高

気圧が強まって日本付近は高温域になりました。  

昨年と同様今年 1年の気象を振り返ってみます。昨年 12月は暖冬傾向でし

たが、1～3月はほぼ平年並みの寒さとなりました。4月以降も、5月を除き平年

並みか平年よりも低い気温が続き、奥日光でも霧降高原でも春から初夏にかけて

の開花が遅れました。特徴的であったのは、6月、7月が空梅雨となったことで

す。そしてそれを取り戻すかのように、8月以降は雨の日が多くなりました。図-1

は気象庁のデータを基に奥日光の昨年 10月から今年 10月までの毎月の平均

気温をグラフにしたものです。これを見ると、昨年と比べて、今年は 5月、7月が

高温、6月が低温になっています。 

.  

日本 

梅雨前線は日本海まで一気に北上し、雨天の日が少ないまま関東地方で

は平年より 2日早く 7月 19日に梅雨が明けてしまいました。ところが 8月に

なると、日本付近は再び低温域となり、オホーツク海高気圧が優勢となって

日本付近で前線が活発となり、戻り梅雨の状態になりました。図-3の降水量

を見ると、空梅雨であった 6月と 7月は平年値をそれぞれ 27％、52％と大

きく下回りましたが、8月は 28％上回りました 

.  
図 3 月降水量の対平年比（奥日光） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真はイメージです 

写真はイメージです 
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お申込み先 

対象：現地（日光湯元）に集合できる小学生以上の初心者 

（15歳未満は保護者同伴・20歳未満は親権者の同意必要） 

集合場所：日光湯元ビジターセンター前 

参加費：1,000円（レンタル費は別途料金）  定員：15名程度 

 

 

 

湯元温泉周辺に拡がる雪の森で

スノーシューのレッスンをします。 

この冬、スノーシューを体験したい

初心者大歓迎です。 

日光湯元ビジターセンター 

TEL：0288-62-2321 

FAX：0288-62-2378 

対象：現地（戦場ヶ原）に集合できる中学生以上のスノーシュー経験者 

（15歳未満は保護者同伴・20歳未満は親権者の同意必要） 

集合場所：戦場ヶ原・三本松駐車場 

参加費：2,000円（レンタル費は別途料金）  定員：15名程度 

 

 

 

対象：現地（中禅寺湖）に集合できる中学生以上のスノーシュー経験者 

（15歳未満は保護者同伴・20歳未満は親権者の同意必要） 

集合場所：立木観音駐車場 

参加費：2,000円（レンタル費は別途料金）  定員：15名程度 

 

雪化粧した奥日光の森林と湿原を

歩いてみたい！そんなスノーシュー

経験者向けにセレクトしました周遊

コースです。 

対象：現地（日光湯元）に集合できる成人のスノーシュー経験者 

（金精の森・石楠花平コースを経て蓼ノ湖往復するロングコースです） 

集合場所：日光湯元ビジターセンター前 

参加費：2,000円（レンタル費は別途料金）  定員：10名程度 

 

お申込の際、平成 29年実施イベントの参加の有無、氏名・年齢、郵便

番号・住所・電話及び当日連絡先、交通手段をお知らせください。 

（日程や内容が変更になる場合がありますので、予めご了承ください） 

写真はイメージです 

写真はイメージです 

雪の湖畔から見る男体山の雄大な

展望や風景を楽しみ、動物の足跡

を見つけるお楽しみルートです。 

写真はイメージです 

  


